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About 215 fires occur from frying pans in Tokyo because they are placed on aちurninggas burner 

unattended in private dwel1ings. Therefore， a simple extinguishing device that is capable of easily 

putting out this 50rt of fire was developed換Thisdevice is comprised of a 330 ml elastic polyethylene 

plastic container with an out1et fixed with an about 60 cm long aluminium pipe having an outside 

diameter of 10 mm and an inside diameter of 8 mm. Containing about 150 ml of an extinguishing 

agent， thedevice is used by hooking up the tip of the pipe to the edge of a fryingpan and squeezIng 

the container with both hands to cover the burning oil surface with the extin窓口ishingagent and 

extinguish the fire in about 10 seconds. 

L ，まじめに

天よら鎮め加熱放誌による火災が全国的に多く

発生しているため，予防対策や消火嬰舗の指導を

撲盤的;こ各うことが必要になってきた o さきIT管内

め議去5年rmの火災統計をみると，生宅失;iiでは
署長からの出火件数に次いで、治所やダイニングキ

チンからの出火件数が第二位となっている。

台所からの出火涼国の第一{立i主力会スこんろて1

その70ないし80%は夫ぷら銭の加熱放躍によって

油が発火し，火災になったものである。

昭和51年から55年における詮宅火災の発生状況

をみると，毎年 1，∞0件前後(磁物火災件数の約

25%)で横ばい状態であるのに対し，天よら鍋に

よる火災件数i土日年には 110件{組抱火災件数

の9.8%)であったが， 55年に辻215件(住宅火

災件数の24.6%)と 5年間;こ約21音に急増して

いる。さらに飲食居，デパート等の調理場などの

営業罵天ぷら鍋からの出火件数を合めると年爵約

針。件の火災が発生している o

火災になるまでの経過をみると，天ぷら鍋をガ

スこんろにか汁たまま「長電話をしていた」

供の世話をしていた」など，ちょっとの聞と患い
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その場を離れて，ほかのことをしている諜に油が

発大して火災となったものである。

そこで，一設家庭の台所と院と設箭の実験ハウ

スを使って，天Jfら鍋火災の性談実験.手近に為

る間浬材料や日常の生活用品による消火実験，治

火器じよる消火実験など一連の消火挺験を有って

清火要領及び消失効果の確認を行ったミまた，こ

れらの実験結果に基づいて夫よら鵠火災を効果的

に消火できる欝i更な消火用具を開発したので，こ

れらの概要を報告する。

2. 英ぷら鍋火災の性状爽験

実験設需の状況は，関 1に示すとおり床欝額約

6.5m'，天井高約2.5mの台所窓ぎわに

式ガスこんろ(者s"m7iス用6B-4800主cal/h)及び

夫ぷら鍋を読さ，鍋の混j丸天井混度，室内温度

等の上昇を制定するために 5額所に熱電対を設定

した。

天ぷら鍋については.一穀家患で最も多く{変わ

れている複径が約28c民深さが約8cmのものを用

い，油の畿はサラダ泌を 1t入れて実殺を行った。

火災性状については，ヌゲスこんろに鍋をかけて

加熱を!需揺してから時間の経過に停って徐々に描

慌が上昇し，尭火するまでの状況をグラフ

とi支J2めようになる。
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図1 ガスこんろ，天ぷら鍋の設定状況及び

遺産測定点
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加熱6分後iこヲミぷらの適協といかれる 180"Cに

なり， 200.Cを超えると?rtlから壌が出はじめ， 260.C 

ぐらいになると濯がかなり多く出るようになる。

約却す経過後(適協から 17分間)には引火拡度

(約341
0

Cとなり， カスグ〕炎が鍋の縁を伝わって11s

に港大することがある。途中できi火がおこらずに

約35分(適迅から29分IUl)}]fl熱を継続すると発火

槌皮 (377.C)に濯して油告体から発火し，その後

約1分ないし 2分経過すると炎が天井踏に達して

雄物火災に移行する。 ?!hに着火後，火炎が立ち上

炎
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る状況は国3のとお守である。

3. 開発した消火用品の講造及び使用方法

試作実験した語大l'自民のタト鋭構造は写真 l及び

関4に示すとおりで.J完兵本体はP'J1{f干支が約 330

dの柔軟性に高む透明ポリエチレン容器の仁Itこ長

3予約 600mm，外援10m烈，内在8側のアルミ管を!日t

7トネジによって結合したものである。容器内には

消失誕戒を150ないし200町l.e入れておさき常時はア

ルミパイブ先端に熱で容鈷に埼融する援をして，

準i伐にした状態で援体や家具{十器等の{留孤に明兵

本体が容易に務Jl見可能な協定台をf吏ゥて取付けて

おく。

この法火用具の操作要f.fi及び治火罪、壌は.t¥ミ火

薬誌を入れた容器部分を手で控り，パイプ先端を

ヲとよら踏め縁にかけてから容器部分を予の1m力で
強<J五五日iL.撚壊れ11関iに諮火薬液を法入すること

によって消火できる o

4， 消火実験の方法忍び結果

消火史教の方法は，前述のヲミ •• J:ら鏑大災の性状

実験のとおり， ?Illが発火してから時閉め経過に停

って火炎が拡大し分経i品接lこ炎のi市さカf約1噌2

mないし1.5mとなり，はほ天井閣に達した時点で

従来からー殻に行われている野菜の投入，議れユ射

をかぶせる、消火器を紘射するなどの一連の消火

実験の lまか，今出 ~lt押した消火用具による消火効

果雑務実験を行った。
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写真i 額発Lたi寛大溝具
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上 消火薬液

一一i
c:二) ~容器の庇部

斗60ド
間4 開発した消火用兵の概要国

今回試作した出火用具;ニ各種の涜火薬剤を入れ

て，消火実験を行った結果は表1のとおつである。

写真2， 3， 4 t土木溶性液律培j官夫薬剤療法に

よる消火中及び渚火後の状況で三うるが今 H~火効果

は約 110meめ薬液を銭の中に注入することにより，

様 1 魯穂薬液による消火効果

消火当~ ilU (7) f長引! 議j附最i比婆し
(me.)しlf.iilH(紗}

3%5.日~t.ょん 1~1fii2消火接的原液 330 65 

水 j存性液体用消火薬剤 I~(漉

消火議 j夜A(強f乙液) 3-7 

ることがない。毘5泣

ま j蕗火議総の状況(発火 1分後)

写真3 隣発した消火用具をf患って;露大している技涜
IlH~去した消火用民による出火実験
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4 約10秒で鴻火した状況

次iニ貯来f?諮れシーツ，粉末出火器等によって消

火実験を行った結泉は決2，写真5. 6， 7ヲ 8 

Yえび図 6，7のとおりである。

j蕗火状況の説明

(1) 自

鍋に投入した瞬間，一時的に炎が拡大し天井

岡iを逗う状況となる。また，床へめllhの飛散も

かなりあった。 10秒後には炎は半分ぐちい;こIj、

きくなり 2出自を入れると炎は急速に小さく

なった。

(2) ほうれん;院の場合

鈍に投入した鵠iおj，…詩的に交が拡大し天井

揺を這う状況となるが， iUlの;1定数は白菜より少

なかった。 20秒くらいではは鋭任し，その後40

秒までは識の訟に少しi.R7J"~える経変であった。

(3) 大きい捕れシーツの場合

拾が発火してから 1分tJ.内の火炎に対しては

かなり勢来的に消火できる。鵠を完全に窺えば

炎i立法えるが，そのまま治拡が発火点以下まで

十分に下るのを待たなければならない。 2枚以

上悦用すれば消火効果は張主て験ある c

(引絞ったぞうきんの場合

舗にぞうきん l昔話を投入した瞬間jの奈の拡大，

!訪問への油の飛散は少ない。約20秒後まで炎辻

あまり小さくならなかったが， 20秒の¥l争点に 2

組問を入札ると捻々に小さくなり 40秒でほぼ鼓

!乏した。

表2 野諜，J護れシーツ，消火器等による簿火効議

出火材料幸子 j見 Jn: ('C) 
実験 のおおよそ

番号
消火材料・茶話

の水分 発:kn寺消火Il号室fJ 消火時天井の消火11さの
(秒) ( g) めれ11品 ?誌の対Ji:;¥t め ilh7，ヰ lf割引品!支 ')ミ+1ニ滋!支

4枚 (270g) 5 2 1 

位! ヨ長 T 31 
(合水準)

373 '1 1 ヰ 3 6 :~ 362 2 4 3 

-1 主主 (28ug) 9，1、i%

1 8 0 

2 ~i うれん 1:[ 1来 (200g) 40 3 6 2 4 0 7 257 388 8 8 

3 
大きい漏れシーツ

2 十支 (170) 3 6 7 400 
O.3m X L::lm) 一

11持1(160g ) 50秒で金 2 4 0 

絞ったぞうきん 寸

し80 (含水準) 3 7 :3 4 1 4 292 355 110 

1が1(160g ) 秒で消火 I~75 的

ABC精米消火器
2 kgで諮火 10 

5 
( 4 ;日及び3型〉

持発火し 持発火時 373 420 <103 360 6 5 

さら;こ 1kg 2 

強化液m火器
6 ( 3 Q. !'，'ll 555 g 3.0 -，，̂  3 4 5 400 3 5 5 350 8 1 

薬剤充てんfik3~ 

化学i匂iW火器
7.880 g 

7 (内問 134) 4.6 355 400 3 9 1 359 3 3 4 

外筒 7.ze
{会造投出)

ライトウオ…ター

8 
火器

460g 4進2 3 8 2 4 0 8 3 9 1 2 4 7 2 4 4 
薬斉ij{光3てtん!盟埼):st 

一 …ー」 …し

注 めii!i火時間は再燃しないことを略立した終日tl
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(5) AB  C~吉川三消火協の場合

力。スこんろの手前1.2m，床上1.5m1:立i授から

7lhHIIに)!{射したの炎のJ広大， ~'flJの jl~t\~は殆んど

なく， 10秒で消火できたがれ11協は始んど下らず

2秒後に叫発火したので，別の消火器で法大し

写真5 ほうれん革200g投入

写真6 (まうれん掌で泣ぬ秒で溶火

た。再発火をi苦慮して二次的議火手段が必裂で

ある

(在} 強{己主主治火器のj会合

上記と認と{立;泣からtl言語に放射した。消火:伏

見は非常に良好で，炎の拡大， rtllの飛散は殆ん

写真7 摺れシ…ツによる潟大婆鎮

r:l'~ミを投入して dfi 火しだすこ段

(.c) 

60 
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図6 消火時の油灘等の変化
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写真aA.S-C粉末端火器による議火要領

A・B.C粉米消火器による描火設数
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('C) 
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盟7 消火時の油議等の変化

どない'0 ilh III1に撲のようなものを形成し時間

経過に侍って対iがペースト状に器形化する。

(7) 化学~@~寄火器の場合

上記とj可じ投:慣から油開に放射したの治議iをf

ifQで十分に覆うことができ，結実に沼火できる。

消火後?lh閣を護っている泡が盛り上り，かをり

のf誌のj告が鈎から品ふれt11た。

(8) ライトウォーター諮大器の場合

と同じf立鐙から?IU蘭に放射した o 故射し

た瞬間一時的に炎が拡大するが， ?惑の飛散iま殆

んどない。拍捕を泡で十分に護うことができ，

確実に捕火できる。

5.考察

来ぷらS誌を加熱放2をした場合の火災性状， 消火

要領¥ ~育大効果など...，....，)患の突践を行ったi7~は，今

まで少なしつ不明舷な点もあったが，今回行った

ると，油陸部が発火するまで

にはかなり li寺l'lllがかかり，濃斑と悪臭を発生する

状浪であるため，普通では~:伐に気付くはずであ

る。しかし，現実の間期として天ぷら鍋を加熱放

る事例会f多いのは，夫ぷら治が呉状に加熱さ

7."1火災iこ発展するまでの性状が一般の人によく知

られていないことに問題がおると盟、われる。

この実験研究め成果が天ぷらを持げる際の留意

初期1ì~火要舗など具体的な大災予防指導指

討として役立てることができ，あるいは初期前大

用兵として突思化できるものとな札ば幸で為る。

( 38 ) 




